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代 表 質 問 通 告 表 

令和４年第２回姶良市議会定例会（７月４日） 

 

１．公明党 

姶良市議団 

竹下 日出志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．市長の政治姿勢

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．市民と共にまち

を創る「協働・自治」

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．安心して子ども

を生み育てる「子育

て」について 

 

（１）本年度は、第２次総合計画の基本

構想に掲げている基本理念「可能性全

開！夢と希望をはぐくむ まちづくり 

～ ひとりひとりが主役 住みよい県

央都市 あいら ～」の実現に向けて

の前期基本計画の最終年度となる。 

これまでの４年間の市政運営をどのよ

うに評価しているか。 

（２）２期目の市政運営にあたり予算 

編成の特色、また新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金の活用

を踏まえ、コロナ禍で傷んだ市民の暮

らしや地方経済を支え活力を取り戻す

ために、今後、どのように取り組んで

いく考えか。 

 

（１）活力に満ちた地域づくりを推進す

るため、自治会や校区コミュニティ 

協議会等の団体と補完的な関係を保ち

つつ、様々な活動を推進し、協働によ

るまちづくりを促進すると述べられて

いるが、近年の自治会加入者の減少や

各校区コミュニティの課題を、どのよ

うに克服していく考えか。 

（２）行政のデジタルトランスフォーメ

ーションによる行政手続きや行政サー

ビスの拡充に向けて誰もがその恩恵を

実感できる、柔軟で人にやさしい行政

デジタル化に向けて今年度どのように

取り組むか。 

 

（１）出産後の保護者の育児不安の解消

を図るため、低出生体重児や多胎児等

への支援をどのように考えるか。 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 
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４．健やかで豊かな

心が育つ「教育・文

化」について 

 

 

 

 

 

５．快適な暮らしを

守る「安全・安心」

について 

（２）全世帯における１８歳までの医療

費の無料化についての庁内検討を、 

早期に進める考えはないか。 

 

（１）小中学校におけるＧＩＧＡスクー

ル構想によって 1 人 1 台端末が整備さ

れＩＣＴを活用した教育が始まった

が、その評価と課題を問う。 

（２）教員の業務負担を軽減する校務 

支援システムの導入の成果と課題を 

問う。 

 

（１）中山間地域における予約型乗合 

タクシーの利用状況と今後の課題を 

問う。 

（２）２０２５年問題と言われる超高齢

化時代の到来も、本市においては中山

間地域の過疎化とともに実感されて 

きている。その中で交通弱者の支援策

としての予約型乗合タクシーが拡充 

されているが、その評価並びに今後の

コミュニティバスのあり方をどのよう

に考えているか。 

（３）高らかに宣言された「ゼロカー 

ボンシティ」について、市民への周知

や機運の醸成をどのように図っていく

考えか。 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．市政クラブ 

 姶輝 

 桃木野 幸一 

 

 

１．施政方針につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

（１）市長の政治姿勢について 

①二期目にむけての抱負と理念を 

示せ。 

②投票率の低下をどう認識している

か。また、若年者へのさらなる対策

について示せ。 

③市長及び職員の自己改革にどう取り

組むか。 

 

市 長 

教育長 

選挙管理委

員会委員長 
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④事業に対しての職員提案の活用は 

どうされているか。 

 

（２）市長は施政方針で、これからの 

１０年間を「成熟したまちへの成長」

を目指すとし、３つの大きな柱を中心

に令和４年度における６本の主要施策

と４つの重点プロジェクトの概要を 

述べ、それらを推進するスタートの年

にしたいとした。 

そこで以下について問う。 

①理念やビジョンだけでなくそれらの

今年度に行う具体的事業内容と具体

策を示せ。 

②今回の肉付け予算（補正予算１０億

８６１万７千円）は、コロナ関連を

除くと５億円にも満たない。このよ

うな予算で２期目を目指した思い 

通りの市政運営ができるのか。 

③コロナ禍でかなわなかった政策・ 

業務の内容と、ウィズコロナ・アフ

ターコロナを意識した施策をどのよ

うに後期基本計画に盛り込んでいく

予定か。その内容を具体的に問う。 

④これまでの具体的行財政改革の内容

と目指す財政構造の再構築につい

て、その具体的施策と目標値を示せ。 

⑤「生涯 健康のまちづくりの推進」

について大型グラウンドゴルフ場の

整備に関する意識調査を行うとした

がどのような内容か。 

⑥「子育て世代を全面的に支援する 

環境づくりの推進」について 

（ア）全世帯について子ども医療費の

無料化はなぜできないのか。 

（イ）重富小学校の仮設校舎は必要か。

児童数の今後の見込みとか越境 

入学制度の柔軟な活用により、 

分散入学できないか。 
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⑦「駅を中心としたまちづくりの 

推進」について 

（ア）加治木駅から支所までを都市 

機能誘導区域として位置付けてい

るが、まちづくりの方向性をどう

考えるか具体的に示せ。 

（イ）住民も取り入れた（仮称）まち

づくり協議会をたちあげるべきで

はないか。 

（ウ）加治木港の活用はないのか 

 

 

 


